
愛媛県立新居浜西高等学校

定時制　学校番号５

領域 具体的目標 評価 次年度の改善方策目標の達成状況評価項目

令和５年度学校評価　自己評価表

教育方針 重点目標

「一人一人を見つめた、さわやかな教育の推進」を目指す。
さ　支えあう心や自己を肯定する心を育み、豊かな人間性をもった生徒を育成する。
わ　分かる授業の実践により確かな学力の定着を図る。
や　やる気をもって物事に取り組む姿勢や自ら向上に努める態度を身に付けさせる。
か　カウンセリングマインドをもって生徒と接し一人一人を見つめた支援を行う。

１　学力向上とキャリア教育による、生徒
　の進路実現を達成する。
２　基本的生活習慣の確立、コミュニケー
　ション能力の育成による生徒の社会性の
　向上を目指す。

生徒の実態に応じた学習指導

単位制高校の特質を生かした
三修制の推進

学
習
指
導

生徒一人一人の実態に応じた指導を行い、生徒学校評価に
おいて｢分かる授業率90％以上｣を目指す。〔Ａ:95％以上,
Ｂ:94～90％,Ｃ:89～80％,Ｄ:79～70％,Ｅ:69％未満〕

定通併修・学校間連携単位修得及び高卒認定試験合格率
75％以上を目指す。〔Ａ:80％以上,Ｂ:79～70％,Ｃ:69～
60％,Ｄ:59～50％,Ｅ:49％未満〕

Ｂ

Ａ

生徒学校評価(分かる授業率)
が94.9％であり、授業見学者
からは、雰囲気がよいと好評
であった。

個別面談の充実
年間５回以上の個別面談を実施し、生徒の実態を把握し、
それに応じた指導を行う。〔Ａ:６回以上Ｂ:５回,Ｃ:４～
３回,Ｄ:２回,Ｅ:１回〕生

徒
指
導

生活体験作文を作成し発表するなど、自己を振り返り行動
を見直す場を年１回以上設け、コミュニケーション能力の
育成を図る機会を増やす。

学校行事への出席率90％以上を目指すなど、学校行事への
積極的参加を促し、集団行動への適応能力を向上させる。
〔Ａ:95％以上,Ｂ:94～90％,Ｃ:89～80％,Ｄ:79～70％,
Ｅ:69％未満〕

コミュニケーション能力の育成

定通併修・学校間連携単位修
得及び高卒認定試験合格率は
いずれも100％であった。

生徒が分かる授業となる
ために、一人一台端末の
効果的な活用方法を研究
するなど授業内容を工夫
する。

引き続き、個別に指導や
補習を行い、合格できる
よう学力の向上を図る。

出席率90％以上を目指し、一人あたり年間遅刻回数５回以
下に抑え、基本的な生活を送ることができるように指導す
る｡〔Ａ:95％以上,Ｂ:94～90％Ｃ:89～80％,Ｄ:79～70％,
Ｅ:69％未満〕

基本的生活習慣の確立

一部の生徒が遅刻が多く、出
席率は87.8％であった。生
徒、保護者と面談を行い、年
度末に出席率が改善してい
る。

基本的生活習慣が身に付
くよう積極的に声掛けを
し、保護者との連携を強
化する。

Ｃ

定期的な個別面談以外にも適
宜面談を行い、生徒へきめ細
かな支援を行うことができ
た。

学校行事への出席率は88.5％
であったが、生徒会を中心に
企画し、どの生徒も仲間と協
力して主体的に取り組めた。

発表を通して自分に自信を持
ち、成績の向上や生活の見直
しが見られる生徒が現れた。

Ａ

Ｃ

Ａ

生徒に寄り添った指導や
支援を行うことができる
体制を整えておく。

今後も生徒会を中心に、
生徒主体の魅力ある行事
を企画・運営していくよ
う支援していく。

事前、事後指導を充実さ
せ、次の行事へつながり
のある指導をしていく。



※ 評価は５段階（Ａ：十分な成果があった　Ｂ：かなりの成果があった　Ｃ：一応の成果があった　Ｄ：あまり成果がなかった　Ｅ：成果がなかった）とする。

進
路
指
導

進学・就職希望生徒の面接指導を定期的に行い、キャリア
教育講座を年６回以上実施する。〔Ａ:６回以上,Ｂ:５回,
Ｃ:４～３回,Ｄ:２回,Ｅ:１回〕

卒業生の希望進路実現100％以上を目指す。〔評価
Ａ:100％,Ｂ:99～80％,Ｃ:79～70％,Ｄ:69～60％,Ｅ:59％
未満〕

業
務
改
善

適切な勤務時間
教職員が勤務時間を守り、心身を休ませる休憩時間を確保
する。

職場環境の整備
業務分担において担当者を複数配置し、業務の効率化を図
り、有意義な研修体制を整備するなどして、教職員の負担
軽減を図る。

豊かな人間性の育成

自己肯定感を高め、自他の人権を尊重することができる人
を育てる。また、人権・同和教育ホームルーム活動のほ
か、各教科の授業等においても指導の充実を図り、差別や
偏見、いじめを許さない心の育成を図る。指導の充実度の
評価において、「大変よくできている」「よくできてい
る」を合わせて70％以上を目指す。〔評価Ａ:70％,Ｂ:69
～60％,Ｃ:59～50％,Ｄ:49～40％,Ｅ:39％未満〕

人
権
教
育

進路指導の充実

Ｂ

希望する進路を実現する
ために系統的かつ計画的
な指導をする。

キャリア教育講座を７回実施
することができた。外部講師
も積極的に招き、充実した学
習を行うことができた。

卒業生の希望進路実現につい
て87.5％であった。一人一人
希望する進路実現に向けて丁
寧に指導を行った。

Ａ

講座内容を精選し、ワー
クシート等を活用して学
びの振り返りを充実させ
る。

Ｂ

Ｂ

それぞれの教育活動にお
ける成果と課題につい
て、情報を共有していく
必要がある。

今後も勤務時間の厳守と
休憩時間確保を目指す。

作業を効率化する工夫を
し、改善を図る。

勤務時間は守られており、休
憩時間も確保できている。

各業務を複数で協力して行う
ことができた。適切な時期に
研修を行うことにより、教職
員の負担軽減が図られた。

「大変よくできている」「よ
くできている」を合わせて
92.3％であった。人権・同和
教育ホームルーム活動のほ
か、各教科の授業等において
も人権尊重の意識を高めるこ
とができた。

Ａ


